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減
税
に
よ
る
市
民
税
の

納
め
す
ぎ
は
お
返
し
し
ま
す

さ
る
七
月
に
市
民
税
の
減
税
を

い
た
し
す
で
に
税
額
に
変
更
通
知

は
お
手
も
と
に
届
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
納
め

す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
税
金
に
つ
い

て
み
な
さ
ん
の
お
手
も
と
に
税
務

課
職
艮
（
支
所
で
は
支
所
職
員
）

が
直
接
お
返
え
し
に
行
き
ま
す
。

す
で
に
う
け
と
ら
れ
た
方
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
万
一
届
い
て

い
な
い
場
合
は
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

火事！の通報は
1000 番へ

み
な
さ
ん

は
火
事
が
起

っ

た
場
合

は

電
話
で

一
一

〇
番

（
警
察

署
）
に
連
絡

し
て

い
ま

せ

ん
か
？
火
事

ｏ

場
ａ

は
消

防
本
部
に
連

絡
し
で
下
さ

い
。

電
話
の
場

合
は
局
に
『

し

こ
り
、
愆

ン

ソ

ふ
か
火

り

匸
・
∩
い
こ

で
下

さ
い

１
‐
る
と
電
話
局
ぐ
ツ
に
瓦
に
消
防

本
部
（
市
役
所
一
〇
〇
〇
番
）
え

っ
な
い
で
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

連
絡
の
不
手
際
で
お
も
わ
ぬ
損

失
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

通
報
は
簡
単
に
急
い
で
す
ま
せ

る
よ
う
注
意
し
ま
し
よ
う
Ｑ

（
長
門
市
消
防
本
部
）

板
持
田
屋
床
団
地

希
望
者
は

1
1
月
1
0
日
ま
で
に

人居者募集

市
管
財
係
は
1
2月

中
旬
に
完
成
す
る
市

営
住
宅
田
屋
床
（
板

持
）
団
地
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

（
種
類
と
戸
数
）

一
種
住
宅
、
二
棟
、
十
戸

各
戸
と
も
二
階
建
約
十
三
坪

二
種
住
宅
、
一
棟
、
六
戸

各
戸
と
も
平
家
建
約
十
坪

（
家
賃
）

一
種
住
宅
　
二
五
〇
〇
円

二
讖
住
宅
　
二
〇
〇
〇
円

（
い
ず
れ
も
予
定
）

（
入
居
の
資
格
）

１
市
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
の

あ
る
も
の

２
現
に
同
居
中
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
の
あ
る
も
の

３
毎
月
の
収
入
が
一
種
住
宅
は
三

万
六
千
円
以
下
二
万
円
、
二
種

住
宅
は
二
万
円
以
下
一
万
二
千

円
以
上
が
あ
り
家
賃
敷
金
を
支

払
う
能
力
の
あ
る
も
の

（
申
込
方
法
）

市
役
所
財
政
課
管
財
係
か
各
支
所

備
付
の
入
居
申
込
書
を
提
出
の
こ

（
申
込
期
間
）

1
0月
2
0日
か
ら
1
1月
1
0日
ま
で

（
財
政
課
）

今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
　
三
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
十
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
十
月
三
十
一
日
ま
で

正
し
い
運
転
正
し
い
歩
行

秋
の
交
通
安
全
運
動

十

月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

の
十
日
間

、
全
国
い
つ
せ
い
に
秋

の
交
通
安
全
運
動

が
行

な
わ
れ
て

い
ま

す
。

山
口
県
で

も
「
交
通
安

全
山
口
県

対
策
協
議
会
」
を
中
心

に
県

民
総

ぐ
る
み
運
動

と
し
て
強

く
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま

す
。

こ
の
運
動
は
、
毎
年
春
と
秋
の

二
回
行

な
わ
れ
、
す

べ
て
の
県
民

に
〃
正

し
い
交

通
の
あ
り
方

々
を

よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
「
正
し

い
歩
行

」
、
「
正

し
い
運
転

」
を

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
民
八

ん
な
い
力
で
交
通
事
故
を
な
く
そ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
は

１
　
正
し
い
運
転
を
す
る

２
　
道
路
を
正
し
く
歩
く

３
　
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

４
　
運
転
者
を
雇
っ
て
い
る
人
は

運
転
者
の
指
導
監
督
を
よ
く
し

て
、
違
反
を
す
る
よ
う
な
運
転

を
ふ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

５
　
交
通
の
環
境
を
よ
く
す
る
。

６
　
踏
切
り
で
は
、
必
ず
一
度
止

っ
て
安
全
を
確
め
て
通
行
す
る

儿
等
の
事
を
守
る
事
に
目
標
を
お

い
で
安
全
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す

（
写
真
に
通
過
中
の
列
車
を
待
つ

自
動
車
正
明
市
附
近
）

観
光
長
門
に
適
し
た

お
み
や
げ
品
募
集

長
門
市
は
観
光
資
源
に
は
恵
ま

れ
て
い
る
が
、
み
や
げ
品
力
屈
順

が
す
く
な
く
、
市
観
光
協
会
な
ど

が
昨
年
に
つ
づ
い
で
今
年
も
長
門

市
土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
を
お
こ
な

い
ま
す
。

（
作
品
の
基
準
）

１
作
品
勹
ゾ
扣
こ
ツ

隕

じ
な
い

２
土
江
口
閇
卜
仙
ｊ
る
乙

｀

３
岫
よ
√
。匸

八
　
い二

４
仙
‥引
ぐ
ご
い
　
レ
。
じ

（
募
集
期
限
）

1
1
月
3
0
日
（
飲
食
物
は
別
に
定

（
匚
品
二
卜
气
纈
ご

長
門
市
商
工
会
議
所

へ
匸
六
資
い
）
　
瑁
限
し
な
い

（
表
彰
）
　

応
募
者
全
員
に
記
念
品
、
優

秀
作
品
に
は
賞
状
と
特
別
記
念

品
を
お
く
る
）

フ
、
二
級
技
能
検
定
試

験
が
行
な
わ
れ
ま
す

県
労
働
民
生
部
職
業
訓
練
課
が

昭
和
3
7
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

試
験
の
職
種
は
次
の
と
お
り

①
家
具
工
③
造
船
ぎ
よ
う
鉄
工

③
更
正
タ
イ
ヤ
エ
④
タ
イ
ル
張
ｌ

工
④
木
型
工
④
建
築
埀
裝
工

な
お
、
受
験
案
内
は
経
済
課
商

工
観
光
係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

仙
崎
渡
船

渡
船
券
を
購
入
し
て

乗
船
し
ま
し
よ
う

仙
崎
渡
船
を
利
用
さ
れ
る
方
で

、
乗
船
券
を
切
符
発
売
所
で
購
入

し
な
い
で
乗
船
し
船
内
で
船
夫
に

現
金
を
払
う
方
が
あ
り
ま
す
が
、

必
ず
乗
船
前
に
発
売
所
で
乗
船
券

を
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

（
企
業
課
）
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米 今
年
の
収
量
は
史
上
最
高

予
約
外
売
渡
し
に
協
力
を

昭
和
3
7年
産
米

は
、
新
聞
紙
上
等

に
よ
る
と
史
上
最

高
の
豊
作
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
長
門
市
の
政

府
売
渡
予
約
は
す
で
に
二
四
、
三

七
九
俵
（
昨
年
度
実
績
二
二
、
八

八
〇
俵
）
の
申
込
み
を
お
わ
り
、

十
一
月
一
日
付
で
政
令
に
も
と
づ

い
て
政
府
買
入
数
量
を
指
示
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
作
が
ら
か
ら
み
て
予
約

申
込
数
量
よ
り
下
ま
わ
る
こ
と
は

な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
特
別

な
事
情
に
よ
っ
て
指
示
数
量
の
予

約
が
出
荷
出
来
な
い
農
家
の
方
は

十
一
月
二
〇
日
ま
で
に
市
役
所
農

務
係
に
申
出
て
下
さ
い
。

指
示
数
量
は
正
し
い
予
約
が
さ

れ
た
も
の
と
し
て
申
込
数
量
の
ま

ま
を
買
入
数
量
と
し
て
指
示
さ
れ

ま
す
が
、
余
裕
の
あ
る
農
家
は
で

き
る
だ
け
多
く
予
約
外
売
渡
し
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ニ
セ
札
の
見
つ
け
方

発
見
者
に
は
謝
礼
金
を

昨
年
十
二
月
に
発
見
さ
れ
た
二

セ
千
円
札
は
そ
の
後
関
東
、
東
北

を
中
心
に
現
在
ま
で
約
二
四
〇
枚

が
発
見
さ
れ
、
山
口
県
内
で
は
ま

だ
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
が
「
金
は
天

下
の
ま
わ
り
も
の
一
と
か
云
わ
れ

る
紙
弊
の
こ
と
み
な
さ
Λ
も
十
分

注
意
し
ま
し
よ
う
。

現
在
ま
で
次
の
十
五
極
類ｙ
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ニ
セ
札
に
日
本
銀
行

で
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
市
中
銀
行
、
た
ば
こ
売
場

、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
日
用
雑
貨
品
売

場
、
切
符
売
場
な
ど
で
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

ニ
セ
札
の
見
わ
け
方

①
　
ニ
セ
札
は
手
ざ
わ
り
が
や
わ

ら
か
く
、
な
な
め
か
ら
す
か
し

七
見
る
と
紙
に
っ
や
が
あ
る
。

②
　

ス
カ
シ
を
見
る
と
本
券
問
様

の
ス
カ
シ
模
様
の
も
の
は
少
な

く
、
わ
弋
か
に
こ
ん
跡
が
鳬
ら

れ
る
位
で
、
位
り
に匸

定
し
て

い
な
い
。

②
　

折
り
日
I
'
　
･≪白
パ
こ
フ

Λ
・
る

。
ま
た
折
目
か
ら
破
が
て
い
る

こ
と
が
お
お
い
い
。

④
　
表
面
の
聖
徳
太
子
を
凹
ん
で

い
る
輪
か
く
り
中
の
照
い
綱
目

が
ず
れ
て
凩
二

色
に
ご
り
、
「

徳
」
と
「
太

」
の
字
が
違
っ
て

い
る
。

発

見

者

に
対

す

る

謝

礼

ニ
セ
千
円
札
を
発
見
し
、
届
出

た
人
は
、
捜
査
に
対
す
る
謝
礼
金

と
し
て
三
千
円
、
被
害
者
（
発
見

者
と
同
一
人
で
あ
る
場
台
も
含
む

）
に
は
別
秡
、
千
円
を
お
く
ろ
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
長
門
警
察
署
）

WR　789012T
GV　456123#
UA　　890567F
DE　　904371C
GL　736582U
GE　625387D
N E　　688356T
HE　225486G
KA　327386H
C. N　　384692A
UE　582638N
GD　　872935K
uv　･586238E
KG ・ 832975D
EU　　286358V

街
路
灯
な
ど
の

電
灯
料
が
安

く
な
り
ま
す

電
気
ガ
ス
税
は
電
灯
料
の
百
分

の
九
を
電
力
会
社
が
電
灯
料
と
あ

わ
せ
て
徴
収
し
、
税
金
分
を
市
に

納
め
る
よ
う
に
な
つ
て
い
ま
す
が

（
電
灯
料
三
百
円
未
満
は
免
除
）

こ
の
た
び
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

次
の
施
設
に
設
置
さ
れ
た
電
灯
に

つ
い
て
は
十
月
一
日
か
ら
非
課
税

と
な
り
い
ま
ま
で
よ
り
約
一
割
安

く
な
り
ま
す
。

・
公
衆
の
た
め
に
遭
路
、
橋
、
公

園
、
広
場
、
地
下
道
、
ト
ン
ネ

ル
、
社
寺
境
内
な
ど
に
照
明
用

と
し
て
施
設
さ
れ
た
も
の

・
消
火
栓
標
識
、
火
の
見
電
灯
、

交
通
保
安
灯
な
ど
の
公
共
用
設

備
の
標
示
の
た
め
の
電
灯

た
と
し
　
広
告
灯
、
看
板
灯
、

装
飾
灯
は
除
き
ま
す
。

な
お
、
今
淡
こ
の
よ
う
な
電
灯
を

設
雌
ご
八
る
川
广
・
‥
電
力
会
社

に
出
す
設
置
申
請
書
と
非
課
税
の

取
扱
い
を
う
け
る
申
請
書
（
電
力

会
社
に
あ
る
）
冫
出
し
て
下
さ
い

無
料
健
康
診
断

レ
ン
ト
ゲ
ン
車

日
程

十
月
二
十
四
日

九
、呂

Ξ
、
呂

石
、
言

二
、
完

二
、
匸

こ

、回

一
八

已

犬一
剛
、
ご

一
哉
呂

正
明
市
三
区
十
字
路

税
務
署
前

中
央
公
民
館
前
．

正
明
市
駅
前

田
　
　
屋

十
月
二
十
五
日

Ξ
．
呂

二
、
呂

气

一己

三
、
呂

一
气
百

一
四
、百

一
貰
呂

一
六
、呂

仙
崎
駅
前

吉
野
旅
館
前

洲
崎
神
社
前

極
楽
寺
前

十
月
二
十
六
日

九

、
呂

Ξ

、
呂

一
つ

、
一
つ

匸

、
呂

二

、
漕

二

、
陽

一
哉

言

一
四
、
ご

一
哉

ヲ

三

、
否

上
川
西

下
川
西

境
　
川

板
　
持

殿
　
台

民
生
委
員
は
こ
う

し
て
選
ば
れ
ま
す

民
生
委
員
と
は
定
め
ら
れ
た
担

当
の
区
城
内
に
於
て
住
民
の
生
活

状
態
を
常
に
調
査
し
、
保
護
を
要

す
る
者
が
あ
る
と
き
は
適
切
な
保

護
指
導
を
行
い
又
社
会
福
祉
事
業

施
設
と
の
恥
接
な
連
絡
や
福
祉
事

務
所
等
の
行
政
機
関
０
業
務
に
も

協
力
し
、
必
要
に
応
じ
て
は
住
民

の
生
活
指
導
も
衍
う
こ
と
が
職
務

と
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努

め
る
腦
め
て
鳶
蜃
な
任
務
を
有
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
民
生
委
員
は
現
在
本
市
に

五
十
八
名
厚
生
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
現
委
員

の
任
期
が
本
年
十
一
月
三
十
日
で

満
了
し
ま
す
の
で
次
の
方
法
で
新

し
い
委
員
が
委
嘱
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

先
づ
市
長
が
法
で
定
め
ら
れ
た
範

囲
の
中
か
ら
委
嘱
す
る
者
を
も
っ

て１
「
民
生
委
員
推
薦
委
員
会
］
と

い
う
推
せ
ん
母
体
を
構
成
す
る

２
右
の
委
員
会
で
推
薦
さ
れ
た
者

に
つ
い
て
更
に
県
に
設
置
さ
れ

た
民
生
委
員
審
査
会
に
於
て
県

知
事
が
意
見
を
き
い
て
こ
れ
を

厚
生
大
臣
に
推
薦
す
る
。

３
県
知
事
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
を

厚
生
大
臣
が
民
生
委
員
と
し
て

委
嘱
し
ま
す
。

定
期
停
電
日
が

か
わ
り
ま
す

毎
月
第
四
木
曜
日

タ
バ
コ
は

市

内

で

買
い
ま
し
よ
う
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